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阪

醒

浜

東

北

州

支
大

名

横

関

東

九

達
さ
て
　
いそ

最
近
、
私
は
毎
日
の
よ
う
に
地
方

で
講
演
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
都
度
、

そ
の
地
方
の
公
務
員
や
経
済
団
体
の

役
員
と
懇
談
す
る
。
そ
の
と
き
に
必

三
重
県
伊
勢
市
の
伊
勢
神
宮

(神

宮
)
で
約
1
3
。
。
年
に
わ
た
り
顕

け
ら
れ
て
き
た
式
年
遷
宮
。
20
年
ご

と
に
社
殿
を
建
て
替
え
、
、装
飾
な
ど

碑

も
新
調
す
る
大
祭
で
あ
り
、
次
回
は

螺

4
年
後
に
行
わ
れ
る
。
13
(平
成
25
)
。鱒

篶
瀦
霧
難
盤
灘

庁
技
術
総
監
、
中
村
光
彦
氏
(全
日

聡

篠
縫
雑
澤
新
覇
鶉
灘

な
ど
を
聞
い
た
。

黙

(編
集
部

・
横
川
貢
雄
)

よ　り　いち
お
ゆんし　レを
レ
しレ
ノ

に
悪
い
。
11
月
時
点
で
40
%
に
達
し

て
い
ま
せ
ん
。
地
元
で
就
職
し
た
い

高
卒
者
に
職
が
な
い
の
で
す
。
こ
れ

ら
就
職
で
き
な
い
者
の
な
か
に
は
目

は
や
む
を
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

東
京
の
指
導
層
の
ほ
と
ん
ど
が

「日

本
の
縮
小
」
し
か
考
え
て
い
な
い
。

彼
ら
は
、
少
子
高
齢
化
時
代
に
な
れ

第
61
回
式
年
遷
宮

(93
年
)
で
の
造
営
㊤
と
皇
大
神
宮

(内
宮
)

欝
轟

達

!ギ

～
代

【

メ

/
}
よ

、
う

き

ゼ

囎
惣

、

饗

,

繋

.

』,
粍
㌧

ト
'

、

モ モ

難
5

撫

減
の
方
針
が
浸
透
す
る
に
つ
れ
て
、

公
共
事
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き

た
地
方
・
地
域
の
経
済
界
に
絶
望
感

が
広
が
っ
て
い
る
。
経
営
難
に
耐
え

轡

1難 璽:溜
購 藤篇灘

い ト　 ゆ
ヘ リ

鍵 ・脚 輪 撫毛臨 瀬
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今年11月3日 に行われた宇治橋渡始式

(上3枚 の写真は神宮司庁提供)

 

霧
難

伝
統
を
未
来
へ
生
か
し
て

噂

光彦氏

神宮式年造営庁技術総監

Interッ 泥 躍
樋 凋曲 繭 麗 脚 鞠3櫛 織 。.

中村
ー

伊
勢
神
宮
の
価
値
を
ど
う
考
え

る
。

,
「伊
勢
神
宮
と
い
う
の
は
一
般
的
な

呼
び
名
で
あ
っ
て
、
天
照
大
御
神
を
祭

っ
て
あ
る
内
宮
と
豊
受
大
御
神
を
祭
っ

て
あ
る
外
宮
を
中
心
と
し
た
社
が
全
部

で
1
2
5
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
正
式
名

称
が
あ
る
。
日
本
の
伝
説
の
原
点
と
も

い
え
る
神
社
で
あ
る
と
と
も
に
、
建
築

的
に
も
極
め
て
高
い
価
値
を
持
っ
て
い

る
。
か
つ
て
[口
本
に
3
年
余
り
滞
在
し

た
こ
と
が
あ
る
ド
イ
ツ
の
世
界
的
建
築

家
、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
近
代
建
築
も
建
っ
て
い
る
日
本
の

中
で
も
、
特
に
価
値
の
高
い
も
の
と
し

て
伊
勢
神
宮
と
桂
離
宮
を
挙
げ
た
。
伊

勢
神
宮
に
は
、
日
本
の
風
土
、
伝
統
の

原
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」

i

建
物
の
特
徴
と
は
。

「材
料
や
構
造
が
そ
の
ま
ま
生
か
さ

れ
た
最
も
シ
ン
プ
ル
で
究
極
的
な
均
衡

の
姿
が
見
ら
れ
、
ま
さ
に
近
代
建
築
に

も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
述
べ
た
タ
ウ

ト
に
限
ら
ず
、
極
め
て
価
値
の
高
い
建

築
と
し
て
伊
勢
神
宮
を
挙
げ
る
専
門
家

は
多
い
。
そ
れ
は
過
去
か
ら
現
在
、
そ

し
て
未
来
に
も
つ
な
が
る
普
遍
的
な
価

値
を
持
つ
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
自
然

と
建
物
と
の
完
全
な
調
和
が
見
ら
れ
る

と
い
う
点
で
も
、
地
球
環
境
時
代
の
今

日
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
」

ー

式
年
遷
宮
の
意
義
と
は
。

、

「式
年
遷
宮
は
6
9
0
年
、
持
統
天

皇
の
時
代
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
何

の
た
め
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、

一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
神
が

住
ま
わ
れ
る
建
物
が
風
雨
に
長
年
さ
ら

さ
れ
て
見
苦
し
く
な
る
の
を
防
ぐ
た

め
、
20
年
ご
と
に
建
て
替
え
る
と
い
う

も
の
だ
。
建
物
の
掘
立
柱
に
は
基
礎
が

な
く
、
地
中
に
そ
の
ま
ま
入
っ
て
い
る

た
め
、
木
材
が
傷
ま
な
い
の
は
20
年
が

限
度
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
技
術
を
伝
承
す
る
目

的
も
あ
る
と
さ
れ
る
。
他
の
有
力
な
神

13
年
の
第
62
回
神
宮
式
年
遷

宮
を
前
に
、
日
本
の
伝
統
と
地

域
固
有
の
価
値
が
ま
ち
づ
く
り

に
持
つ
意
味
を
考
え
よ
う
と
、

「
日
仏
景
観
会
議

伊
勢
一
伝

統
か
ら
未
来
へ
」
が
20
日
と
21

日
、
23
日
の
3
日
間
、
三
重
県

伊
勢
市
と
東
京
都
千
代
田
区
で

開
か
れ
る
。
全
日
本
建
築
士
会

と
N
P
O
法
人
日
仏
景
観
会
議

が
主
催
。

、し

社
に
も
同
じ
制
度
が
あ
っ
た
が
、
今
日

ま
で
完
全
な
形
で
引
き
継
が
れ
て
い
る

の
は
伊
勢
神
宮
だ
け
に
な
っ
て
い
る
」

ー

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
く

の
か
。「62
回
目
と
な
る
平
成
25
年
の
式
年

遷
宮
で
は
、
内
宮
、
外
宮
い
く
つ
か
の

社
で
の
御
遷
宮
が
行
わ
れ
る
。
8
年
前

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
祭
儀
や
行
事
が
行
わ

れ
る
が
、
今
年
は
こ
の
期
間
の
ち
ょ
う

ど
折
り
返
し
年
に
当
た
り
、
新
た
に
架

わ
た
り
は
し
め
し
き

け
替
え
た
宇
治
橋
の
渡
始
式

が
且
月

3
日
に
行
わ
れ
た
。
式
年
遷
宮
で
は
、

初
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
伊

勢
市
の
伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

で
、
中
村
光
彦
神
宮
式
年
造
営

庁
技
術
総
監
の
基
調
報
告
に
続

全
日
本
建
築
士
会
ら

き
、
明
治
村
館
長
の
飯
田
喜
四

郎
名
大
名
誉
教
授
と
前
パ
リ
・

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
総
長
の
ジ
ャ

ン
・
ロ
ペ
ー
ル
・
ピ
ッ
ト
氏
が

「平
成
大
恐
慌
」
を
回
避
す
る
た
め

の
有
効
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
道
に
進
む
か
否
か
は
鳩
山

首
相
の
判
断
に
か
か
っ
て
い
る
。
鳩

■
■`

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
最
高
の
技
術
を
駆

使
し
、
正
殿
な
ど
の
建
て
替
え
だ
け
で

な
く
、
御
装
束
神
宝

(神
の
衣
服
や
装

飾
、
御
物
)
も
新
調
さ
れ
る
。
使
っ
た

木
材
は
、
宇
治
橋
の
鳥
居
や
他
の
神
社

の
用
材
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
。

基
本
的
に
昔
と
同
じ
こ
と
が
行
わ
れ
引

き
継
が
れ
る
の
だ
が
、
各
時
代
の
社
会

的
条
件
が
異
な
る
こ
と
を
背
景
に
、
い

ろ
い
ろ
と
工
夫
も
さ
れ
て
き
て
い
る
」

1

技
術
総
監
の
役
割
と
は
。

「式
年
遷
宮
で
の
建
築
技
術
の
ま
と

め
役
に
な
る
。
遷
宮
の
8
年
前
か
ら
本

格
的
準
備
が
始
ま
る
の
に
合
わ
せ
、
臨

時
の
神
宮
式
年
造
営
庁
が
設
置
さ
れ

る
。
そ
こ
で
任
命
さ
れ

る
の
が
技
術
総
監
で
、

任
期
は
式
年
遷
宮
が
す

く
べ
て
完
了
す
る
平
成
26

年
ま
で
と
な
っ
て
い

る
。
式
年
遷
宮
の
伝
統

に
触
れ
な
が
ら
、
毎
日
が
勉
強
で
あ
り
、

未
来
に
続
く
日
本
の
伝
統
の
原
点
と
し

て
の
伊
勢
神
宮
、式
年
遷
宮
の
意
義
を
、

今
日
の
環
境
や
建
築
上
の
問
題
な
ど
と

も
関
係
付
け
て
考
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
」ー

建
て
替
え
の
材
料
は
ど
の
よ
う

に
調
達
す
る
の
か
。

「式
年
遷
宮
で
は
大
量
の
ヒ
ノ
キ
を

基
調
講
演
を

行
う
。
翌
日

は
伊
勢
神
宮

-

(内
宮
)
の
特
別
参
拝
と
神
楽

特
別
拝
観
を
は
じ
め
、
式
年
遷

宮
山
田
工
作
所
の
見
学
を
予

定
。23
日
は
東
京
都
干
代
田
区
の

学
術
総
合
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を

移
し
、
中
村
氏
の
基
調
報
告
、

ピ
ッ
ト
氏
と
中
川
武
早
天
教
授

政
路
線
を
改
め
て
、
国
民
新
党
提
唱

の
積
極
経
済
政
策
を
と
る
べ
き
で
あ

る
。

(毎
週
火
曜
日
掲
載
)

使
う
。
も
と
も
と
は
伊
勢
の
宮
域
林
か

ら
用
材
を
切
り
出
し
て
い
た
が
、
鎌
倉

時
代
に
原
木
が
枯
渇
し
て
し
ま
い
、
木

曽
の
ヒ
ノ
キ
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
で
は
木
曽
の

木
に
も
限
度
が
あ
る
た
め
、
宮
域
林
で

ヒ
ノ
キ
を
計
画
的
に
植
林
す
る
2
0
0

年
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の

式
年
遷
宮
で
は
、
宮
域
林
の
間
伐
材
が

全
体
の
20
%
ほ
ど
に
初
め
て
使
わ
れ

る
」1

伝
統
は
市
民
生
活
に
ど
う
生
か

さ
れ
て
い
る
の
か
。

「伊
勢
は
歴
史
的
に
見
て
、
神
領
と

し
て
特
別
な
扱
い
を
受
け
て
き
た
。
こ

の
た
め
、
市
民
が
昔
か
ら
の
伝
統
や
習

慣
を
守
り
伝
え
て
い
る
。
伊
勢
市
は
伊

き

な

勢
神
宮
の
伝
統
で
あ
る

『
生
成
り
』
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。
生
成
り
と
は
、
あ
り
の
ま
ま
を

良
し
と
す
る
こ
と
で
、
日
本
建
築
の
本

質
に
も
通
じ
る
。
こ
れ
は
興
味
深
い
ま

ち
づ
く
り
で
あ
り
、
伝
統
を
未
来
へ
と

生
か
し
て
い
く
取
り
組
み
と
い
え
る
。

12
月
に
伊
勢
市
と
東
京
で

『
日
仏
景
観

会
議
・
伊
勢
』
が
開
か
れ
る
。
伊
勢
市

の
取
り
組
み
を
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
の

モ
デ
ル
と
し
て
考
え
、
全
国
に
発
信
す

る
場
と
し
た
い
」
。

日
仏
景
観
会
議
伊
勢
、
20
日
か
ら

㌔
、

.ー

ー

工

匡
.'
コ

一

国交省航空局zEkA
口 試

'

艮

卍
蟹

エ虜

寒

12月8、9日 に空 港 技
二L一二

聴呈離 う舗1㍉ 難 糠1局
韓羅 翫 雛 壺騨 腓 藩 め

1.難霧 霧 雛
畢 十肇 と懲 響 賑 憶 め

国
土
交
通
省
航
空
局
は
12
月

の
両
日
、
同
省
共
用
大
会
議
室

10
回
空
港
技
術
報
告
会
」
を
㎜

「空
港
の
質
を
高
め
る
た
め
に

ー
マ
に
、
同
会
で
過
去
に
発
表

最
先
端
技
術
の
現
在
の
研
究

・

況
や
適
用
事
例
な
ど
を
紹
介
す

般
の
聴
講
も
可
能
。

8
日
は
澤
の
屋
旅
館
館
主
の

が

「
ま
ち
が
あ
っ
て
、
人
が
い

が
あ
る
」
と
題
し
て
基
調
講
演

て
「
21
世
紀
の
空
港
新
技
術
～

術
は
今
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

「

際
空
港
出
国
工
リ
ア
再
開
発
」、細

キ

　

ヨ
い馳幽『のT

ど

る斉術箒「

耐

向麻淀

航

唐

企
画
課

(8
団
即日
甲
茜
唱
日
◎
貝

 b
)

へ
。

の
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
企
画
さ
れ

て
い
る
。

国
土
交
通
省
、
文
化
庁
、
フ

ラ
ン
ス
大
使
館
、
日
刊
建
設
工

業
新
聞
社
な
ど
が
後
援
。
問
い

合
わ
せ
は
全
日
本
建
築
士
会
事

務
局

(電
話
0
3
・
3
3
6
7

・
7
2
8
1
)
へ
。
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
(窪
膏
＼
＼。昔

o
目

四
＼
)
を
参
照
。

筑紫さんなら… 鰺 犠 轟 蕪 響
ジャーナリス トの筑紫哲 う。 「これはけし・からん」

也さんが亡 くなって1年 。 と切 り捨てるのではなく、

生前ゆかりのあった著名人 「ではどうしたら良いか」

ら30人が筑紫さんについて と考え、単純な善悪二元論

語 ったム ック 『筑紫哲也』 とは一線を画 した◆公共事

(朝日新聞出版)が このほ 業には批判的だ ったが、一
ど発売され、今月にはTB方 で河川を自然の姿に再整

{灘 記妙
渡 り歩 き、TB

備す る とい った

新た な公共事業

も 提 案 し て い

た。建 設業界 の

活'1生イヒllこ二も配 慮

す る優 しノさを持

S「NEWS23」 のメーン ち合わせていたのだろう◆

キャスターを18年 にわたっ 公共事業をただ切 り捨て、
て務 めるなど、 テ レビジ 建設業者の取 り付く島を用

ヤーナリズムを確立 したと 意 しない現政権の姿を、天

もいわれる筑紫さんの早す 国の筑紫さん はどうとらえ
一 一._,、,一 一_■ 、 、 μ 、__■v■L「 一t=..±-t=t-=A訥 ・..z一
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